








要約:小児成人病予防健診で、肝エコー検査をもちいて、高度肥満児における脂肪肝の検討

をおこなった。対象者の 45%が検査を希望した。脂肪肝の頻度は小学 1 年では 0%、中学 1

年では 34.5%、高校 1年生で 47.6%と高学年になるほど高頻度であり、高度肥満に対する早

期介入の必要性が示唆された。血液生化学検査ではGPT が脂肪肝のスクリーニングに最も

有用と考えられた。超音波診断は脂肪肝の診断に極めて有用であった。したがって、成人

病予防健診のいずれかの段階で導入可能な検討項目と考えられた。 


